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研究成果の概要 

佐々木グループは、主にマウスとラットを用いて、前頭前皮質、扁桃体の電気生理活動を解析し、

情動に関わる新たな脳波パターンを見出した。これらの脳活動は、迷走神経活動の増減と連動す

ることを見出した。また、島皮質の神経活動と血糖値をはじめとした末梢臓器の生理活動を計測し、

島皮質の神経細胞の活動状態が、血糖値を予測できるという新しい知見を見出した。また解剖学

的検討により、このメカニズムは、延髄の孤束核を介している可能性を示唆した。加えて、島皮質-

扁桃体回路が、不安様行動や社会性行動の表出に重要であることを示した。岩崎グループは、マ

ウスの迷走神経下神経節（nodose ganglion）へ AAVを局所投与する技術を確立し、内因性 GLP1-

放出による耐糖能向上作用に左側の GLP-1 受容体発現求心性迷走神経サブクラスの神経活動

が必須であることを明らかにした。GLP-1 による求心性迷走神経活性化が、視床下部室傍核バソ

プレシン神経を活性化し、摂食抑制を低減させることを明らかにした。大平グループはヒトを対象と

し、fMRIによりリスクを伴う意思決定の神経基盤を検討した。強化学習モデルで推定される報酬予

測誤差は腹側線条体の、価値変化は背側線条体により符号化されることを示した。これらの部位と

内受容感覚の座である島皮質の機能的結合が意思決定を規定していることが示唆された。内受容

感覚の操作法である心拍に同期した聴覚刺激を検出する課題について、大規模なサンプルで有

効性を確認した。外的なリズムに合わせた行動の生成、その 2 者間への拡張における、内受容感

覚の正確さの関与を示した。さらに、内受容感覚の予測的処理について、最近の知見に基づき理

論的な説明と提言を行った。 
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